
一般質問（4）

第18号（5）

西東京就職情報コーナー（田無庁舎２階）おままごと遊びをする親子（ピッコロハウス）

冬の東京大学附属農場

東伏見駅東側の踏切

質
問
　
青
年
の
雇
用
問
題
は
深

刻
だ
。
あ
と
数
年
も
す
れ
ば
労

働
力
不
足
の
問
題
が
表
面
化

し
、
経
済
成
長
の
抑
制
要
因
に

な
る
と
警
告
し
て
い
る
研
究
所

が
あ
る
。
15
歳
か
ら
34
歳
ま
で

の
市
民
生
活
意
識
調
査
や
市
職

員
の
新
規
採
用
等
の
対
策
を
。

市
長
　
市
の
労
働
政
策
と
し
て

就
職
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
常
設

等
、
就
職
支
援
の
充
実
を
図

る
。
市
職
員
に
つ
い
て
は
、
将

来
を
見
据
え
て
採
用
を
進
め

る
。

市
民
生
活
部
長
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
三
鷹
へ
の
新
規
求
職
者
数
は

10
月
現
在
394
人
。
田
無
庁
舎
の

就
職
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
窓
口
で

は
12
月
6
日
現
在
262
人
の
方
が

求
職
活
動
を
し
て
い
る
状
況
。

総
務
部
長
　
採
用
者
数
は
、
平

成
14
年
度
15
名
、
15
年
度
12

名
、
16
年
度
19
名
の
予
定
。
そ

れ
ぞ
れ
の
応
募
者
数
は
402
名
、

486
名
、
487
名
で
あ
る
。

質
問
　
市
内
商
店
の
廃
業
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

商
店
街
ご
と
に
空
き
店
舗
を

2
カ
所
借
り
上
げ
、
高
校
生
・

実
現
に
取
り
組
む
。
行
財
政
改

革
の
実
績
は
、
実
施
計
画
の
70

項
目
に
つ
い
て
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
来
年
度
第
二

次
行
財
政
改
革
を
策
定
し
、
改

革
を
し
て
い
く
。

東
大
農
場
に
つ
い
て

質
問
　
東
大
農
場
の
将
来
計
画

質
問
　
市
財
政
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
行
財
政
改
革
の
実
績
は
。

市
長
　
合
併
に
伴
う
財
政
支
援

措
置
の
縮
小
や
三
位
一
体
改
革

の
影
響
な
ど
楽
観
視
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、
財
政
基
盤
を

強
化
し
、
総
合
計
画
の
着
実
な

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て

質
問
　
義
務
教
育
費
の
国
庫
負

担
を
2
年
間
で
8
千
500
億
円
、

国
民
健
康
保
険
に
都
道
府
県
負

担
を
導
入
し
7
千
億
円
削
減
す

る
。
ま
た
、
生
活
保
護
費
の
国

庫
負
担
率
、
地
方
交
付
税
の
削

減
な
ど
に
よ
る
影
響
は
。

市
長
　
地
方
自
治
の
根
幹
を
揺

る
が
す
大
き
な
課
題
。
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
を
一
般
財
源
化

す
る
こ
と
に
大
反
対
。
生
活
保

護
費
国
庫
負
担
率
を
削
減
さ
れ

れ
ば
、
生
活
保
護
行
政
の
適
正

な
運
営
が
不
可
能
と
な
る
。

教
育
長
　
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
が
削
減
さ
れ
る
と
、
都
は
市

に
一
定
の
負
担
を
求
め
、
財
政

力
に
よ
っ
て
教
育
水
準
に
差
が

生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問
　
①
三
鷹
市
の
よ
う
に
木

造
住
宅
の
構
造
調
査
や
耐
震
改

修
に
市
が
助
成
を
し
、
地
元
の

業
者
に
仕
事
を
回
し
て
は
ど
う

か
。
②
学
校
や
体
育
館
の
避
難

施
設
と
し
て
の
高
齢
者
・
障
害

者
対
策
は
。
③
マ
ン
ホ
ー
ル
活

用
の
ト
イ
レ
の
設
置
状
況
は
。

答
弁
　
①
本
年
の
9
月
か
ら
木

造
住
宅
耐
震
無
料
相
談
を
実
施

し
て
い
る
。
②
大
規
模
改
修
で

一
部
対
応
し
た
が
、
十
分
で
は

な
い
。
③
合
併
記
念
公
園
に
30

基
用
意
し
て
い
る
。

質
問
　
地
元
建
設
業
者
に
よ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
方
式

を
検
討
せ
よ
。

答
弁
　
行
う
事
業
に
適
す
る
の

か
が
問
題
。

質
問
　
災
害
時
に
お
け
る
市
民

組
織
に
よ
る
初
動
態
勢
の
確
保

の
た
め
、
防
災
市
民
組
織
の
充

実
と
、
震
災
復
興
を
視
野
に
入

れ
た
組
織
づ
く
り
を
。

答
弁
　
災
害
時
に
お
い
て
、
地

域
の
力
は
非
常
に
重
要
。
市
民

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問
　
痴
呆
性
高
齢
者
等
、
自

身
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場

合
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の

利
用
実
態
に
つ
い
て
。

市
長
　
権
利
や
財
産
を
守
る
重

要
な
制
度
で
あ
り
、
こ
の
事
業

を
周
知
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
よ
り
利
用
し
や
す
い
仕
組

み
づ
く
り
が
今
後
検
討
課
題
。

質
問
　
ペ
ッ
ト
可
マ
ン
シ
ョ
ン

の
ペ
ッ
ト
遊
戯
場
の
敷
地
内
設

置
を
建
築
指
導
要
綱
で
指
導
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
　
今
後
の
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

質
問
　
保
谷
駅
南
口
再
開
発
事

業
に
か
け
る
市
長
の
決
意
は
。

答
弁
　
保
谷
駅
南
口
地
区
再
開

発
事
業
に
つ
い
て
は
、
30
年
に

わ
た
り
地
元
の
方
々
の
関
心
も

非
常
に
高
く
、
事
業
を
早
期
に

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
責
務
で
あ

る
。
こ
の
事
業
の
成
功
で
、
こ

れ
ま
で
の
労
力
と
財
源
を
取
り

返
す
と
い
う
決
意
で
臨
む
。

要
望
　
東
町
4
丁
目
駐
輪
場
用

地
の
活
用
を
含
め
、
代
替
地
、

仮
店
舗
に
つ
い
て
、
市
が
積
極

的
に
関
与
し
て
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

の
検
討
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
有
識
者
等
に
よ
る
検
討

機
関
を
設
置
す
る
。
今
あ
る
緑

を
残
す
中
で
、
西
東
京
市
ら
し

い
、
他
市
か
ら
も
足
を
運
ん
で

く
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い

き
た
い
。

保
育
園
民
間
委
託
に
つ
い
て

質
問
　
10
年
間
で
7
園
を
民
間

委
託
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

市
長
　
基
幹
型
保
育
園
に
つ
い

て
は
公
設
公
営
に
よ
る
運
営
を

維
持
し
、
地
域
型
保
育
園
の
う

ち
か
ら
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し

て
、他
5
園
を
決
定
し
て
い
く
。

部
長
　
委
託
に
つ
い
て
は
公
募

に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
協
議
方

式
を
検
討
。
4
月
か
ら
5
月
に

か
け
て
公
募
、
選
定
委
員
会
を

経
て
8
月
ご
ろ
ま
で
に
業
者
を

決
定
し
た
い
。

意
見
　
保
育
の
質
の
維
持
が
極

め
て
大
切
で
あ
る
。

質
問
　
行
財
政
推
進
委
員
会
の

資
料
の
「
戦
後
50
年
以
上
続
い

て
き
た
行
財
政
運
営
の
規
範
や

価
値
観
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
は
何
か
。

市
長
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

性
・
安
定
性
の
み
を
重
視
す
る

と
財
政
の
硬
直
化
や
非
効
率
化

を
招
く
。

意
見
　
規
範
と
は
憲
法
と
地
方

自
治
法
で
は
な
い
か
。
戦
前
最

も
価
値
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
の

は
、
天
皇
と
戦
争
で
死
ぬ
こ
と

だ
っ
た
。
今
日
の
価
値
と
は
平

和
と
個
人
の
尊
厳
だ
。
な
ぜ
答

え
ら
れ
な
い
の
か
。
市
長
と
し

て
こ
れ
で
い
い
の
か
。

質
問
　
普
通
学
級
に
通
う
障
害

児
へ
の
介
助
員
配
置
を
求
め
る

陳
情
が
3
回
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は

宿
泊
を
伴
わ
な
い
校
外
活
動
に

対
し
、
今
年
度
か
ら
は
プ
ー
ル

指
導
に
対
し
、
地
域
協
力
者
謝

金
を
充
当
し
て
介
助
員
を
配
置

し
た
。
し
か
し
、
陳
情
が
求
め

て
い
る
の
は
、
日
常
的
な
校
内

活
動
に
か
か
わ
る
介
助
だ
。
し

か
も
、
肢
体
不
自
由
児
限
定

で
、
介
助
員
を
実
際
に
探
す
の

は
保
護
者
で
あ
っ
て
、
行
政
で

は
な
い
。
陳
情
の
趣
旨
を
正
面

か
ら
受
け
と
め
よ
。

教
育
長
　
特
別
支
援
教
育
の
今

後
の
展
開
と
の
兼
ね
合
い
、
あ

る
い
は
障
害
児
教
育
検
討
懇
談

会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
対
応
し

た
い
。

質
問
　
介
護
保
険
と
支
援
費
制

度
の「
統
合
」は
、低
所
得
の
障

害
者
の
負
担
増
に
な
る
。反
対

の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、国
に

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

市
長
　
「
統
合
」
は
す
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
。

成
人
健
診
の
充
実
を
求
め
る

質
問
　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
の
回
数
が
2
年
に
1
回
に
減

ら
さ
れ
た
。
市
民
要
望
に
こ
た

え
、
毎
年
の
実
施
を
求
め
る
。

「
乳
が
ん
検
診
に
超
音
波
診
断

が
有
効
」
と
の
厚
生
労
働
省
・

研
究
班
の
見
解
が
あ
る
。
健
診

へ
の
導
入
を
求
め
る
。
ま
た
、

前
立
腺
が
ん
早
期
発
見
の
た
め

に
、
検
診
に
血
液
検
査
の
実
施

を
求
め
る
。

保
健
福
祉
部
長
　
厚
生
労
働
省

の
指
針
を
踏
ま
え
、
2
年
に
1

回
と
し
た
。
乳
が
ん
・
前
立
腺

が
ん
の
検
診
充
実
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
国
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

成
人
健
診
有
料
化
は
や
め
よ

質
問
　
成
人
健
康
診
査
の
有
料

化
が
第
二
次
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
「
た
た
き
台
」
の
中
に

あ
る
。
有
料
化
す
れ
ば
受
診
抑

制
を
招
く
。
有
料
化
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
。

市
長
　
受
益
者
負
担
で
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
っ
て
も
ら
う
。

東
伏
見
駅
踏
切
の
安
全
対
策
を

質
問
　
東
伏
見
駅
踏
切
は
歩
道

が
狭
く
危
険
だ
。
西
武
鉄
道
と

の
交
渉
等
、
対
策
を
求
め
る
。

市
長
　
広
域
的
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の

設
置
を
。
人
が
集
ま
る
商
店
街

を
つ
く
る
た
め
、
言
葉
だ
け
で

な
く
、
予
算
を
ふ
や
せ
。

市
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等

施
策
を
進
め
て
い
く
。

市
民
生
活
部
長
　
廃
業
は
、
平

成
13
年
度
62
件
、
14
年
度
66

件
、
15
年
度
147
件
で
、
宮
前
、

柳
沢
南
口
等
の
商
店
街
の
解
散

で
大
変
な
状
況
。

質
問

市
長

意
見

質
問

教
育
長
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問

市
長
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長

質
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市
長
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質
問

市
長

質
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市
長

質
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答
弁
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市
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答
弁

質
問

答
弁

要
望

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

部
長

意
見

高
校
生
・
女
性

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を

葉
原
　
時
美
（
共
産
）

市
財
政
の
現
状
の
認
識
と

行
財
政
改
革
の
実
績
を
問
う

稲
垣
　
裕
二
（
自
民
）

教
育
や
暮
ら
し
を
支
え
る
国
の

責
任
を
捨
て
る
三
位
一
体
の
改
革高

梨
　
功
（
共
産
）

憲
法
と
教
育
基
本
法
、
地
方
自
治

法
を
市
政
に
活
か
す
立
場
に
立
て

安
斉
　
慎
一
郎
（
共
産
）

成
人
健
康
診
査
の
有
料
化
は
受
診

抑
制
を
招
く
。
無
料
化
の
存
続
を保谷

　
清
子
（
共
産
）

新
潟
中
越
地
震
を
教
訓
に

市
民
組
織
の
更
な
る
充
実
を
！平

井
　
勝
（
自
民
）


